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　（1）　短期人間ドツクにおける入浴負荷成繧　　　　　　示したU

　短期人間ドツク受検者ri↑，入浴前GOT偽が45以　　　　（2）GOT，　GPTの人洛前後α涌1：〔なドツク受検者

」二，GPT値が40以上を示す明らかに肝障審があると　　　及び恢復期患者について夫々比較し、入浴前の値が後

考えられる春を除いた82名について，入浴前および後　　　の値に比し大なるものをA群，等しいものをB群，小

のGOT値の関係を図1に示す。　　　　　　　　　　　なものをC群として表1に示す。

　相関係数は0．8で推計学的に両者の間に1こ目関が認め　　　　表1の如くGOT，　GPT共に入浴後の値が，前の値

られる。図1の成績は，入浴がGQT値の潜在的異常　　　に比して高値を示すものが恢復期患澱では，ドツク受

を検出する負荷としては，満足なものでない嘉を示　　　検者の2乃至3優もある。

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　更に入浴前GOT，　GPT値，入浴後GOT，　GPT値
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表1GOT値の入浴前後傭の比較及びGPT値の入浴前後値
　　　の比較分類

　　　　　　　　　　　　　A　　　　　B　　　　　C　　　　　C

　　　　　　　　　　　入浴前値〉後前＝後前く入浴後値　A

GOTド〃受診者　22例　22　　35　1・59
　　　　恢復1朝，魍」麿6　1　223，67

GPTド”受診潜　31　　18　　33　1・06
　　　　‘恢復期、慰者　　　　　　　6　　　　　　　　4　　　　　　　　16　　　　　　3．17

表2　入浴前GOT，　GPT値，入浴後GOT，　GPT値の比較分類

　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　B　　　　　　　　C　　　　　A

　　　　　　　　　　　　　GOT＞GPT　GOT謂GPT　GOT＜GPT　　C

　　　　　　入浴前値　　　59例　　　　5　　　　　18　　　3．28
ドツク受診者　　〃　後値　　　　　61　　　　　　　　5　　　　　　　　16　　　　　3．81

　　　　　　前後平均値　　　　58　　　　　　7　　　　　　　17　　　3，41

　　　　　　　入浴前値　　　13　　　　　6　　　　　10　　　1．30

恢復期瀦〃後値　13　　　2　　　14　α93
　　　　　　　前後平均値　　　　13　　　　　　3　　　　　　　13　　　1・00
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図5　　遷延性肝機能1璋1離独者に於ける入浴負萄或は歩衛30分後入浴負荷

　　　に依るGOT，　GOP値の変動の再現｛生

　平均値との相関係数は央々0，05及び0．3にて獺関は

ないものと思はれる。

　Kullke1反応とも相関は誌められない。　　　　　　　　　　　　　　　　1300

　（4）　入浴負祷試験成績の再現性について検討た結　　　　　　　　　1200

果を図5に示す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1100
　被検轡は肝硬変患者で遷延性の経過を示し，入浴負

荷又は歩行3分後入浴負荷を経過を追つて6圓行つ　　　　　　　　　　1000噛

た。その結果は毎回，負荷後の値は，前の値に比し高　　　　　　　　　gOO

値を示したが，GPT値がGOT値より高値を示すと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aoO、
は限らなかつた。

　然し此の様に再現性の認められる募は入浴が負荷試　　　　　　　　　700幽

験として有意なものであると思はれる。　　　　　　　　　　　　　　　600

　入浴後の値は・いずれも前の値に比し高く・負荷試　　　　　　　　　　500

験として有意である可能性を示すものと思はれるが，

今後更に検討の要があるものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　40α

　（5）　肝疾慰吹復期総潜15例に於ける入浴負荷或は　　　　　　　　　　300幽

歩行3分後入浴負荷によるLDH値の変動を図6に示　　　　　　　　　　2001

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

負荷前　　（単倖／認）　負

考　　按　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

後

　肝疵患に際しては，血清酵素に変動を起し　特に　　　　図6．　肝疾慮恢復期患者に於ける入浴負荷或は

GOT，　GPTは敏感な反応として認められている。一　　　　　　　歩術30分後入浴負荷に依るLDH値の変
方肝疾患険復期に血清Bilirubh1，　TTT，　ZTT，血清　　　　　　　動

蛋白分劃，BSP，　Alp，　Che，　LDH，　GOT，　GPTな
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どが正常値を示す様になり，一応1三1他覚症状が消ダミし　　　　表3入浴魚荷試験からみた潜在惟肝障鴇を示す

た段階になったとしても組織学的1丙変程度とは必ずし　　　　　　　関係図

も平行関係にはないと云はれる。奥村1）はGPT　f直が

数週の間隔をおいてなお50単位を越えている場合とか

GOT，　GPTが正常域に反つてもGOT＜GPTの関係
が続く間はまだ肝網泡障害の修復が遅れている可能性入
があ。て，縄懲の鍛があると1芭べている読　　璽

井2）聴1蜘に塀捌時間御GOT，　GPT畷！晩　　　値
数回にわたり追求した結果，慢性肝炎をのぞき運動致

荷の成績は肝細織刃f見及び遠隔予後と一致し，肝1血L流

最は急性肝炎の恢側り1にある者にては軽度の遡助負荷　　　　入

糊剛・曜細・梱しめ酬鰍・・と・・清　覆

GOT・OPT値の変動とはll！l：1妾の相関々F勧～なかった値

と云っている。吾々の行った入浴負荷試験では肝疾患

恢復期患瀞に対して負荷となり得る事が確められ，叉

入浴と云う簡単でn・つ何変奈の苦痛を伴う事なも窒｝し　　　休稿は1林内乖ll学会信越地：方会鰍4回例会にて発

ろ患春が久しく待望していた事が，魚荷試験として利　　　漫した。ドック三h任宮坂干鶴氏並びに木1鰭中火検嶽蜜

用出来るのは臨床的に大きなllU薩があるものと思はれ，　　乎嵩拠上條勝・竹1ノ」裂子諸氏の御協力に灘謝する、、）

る。然し入浴負荷によるGOT，　GPT値の変動が，ど
の程度肝組織病変を反映し，叉肝血流など他の種々な　　　　　　　　　　　　　文　　献

る因子とどの様に関連しているかを精査する必要があ　　　1）奥村　殉：臨床と研究，44：1798，1967．

る。特に入浴は全身血行，ひいては肝血流に歩行負荷　　　2）荒井武浩：信州底言憲・16：972・1967・

時より更に大なる影響を及ぼすものと考えられるので　　　3）林慎一郎：日本医師会雑誌，601393，1968・

GOT，　GPT値に及ぼす影響も大きく，入浴後20分以

内の採血と相まって，大なる変動を塁する可能憾は十

分に予測出来ると考える。よって肝疾患恢復期患者に　　　　　　　　　　　　（昭和44年12月20日受付）

週一回宛，2～3回にわたって入浴負荷を行い，増悪

の徴候を認めない揚合には退院又は社会復帰の時期に

達したものと認めて寛しいかと思はれる。
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結　　論

　（1）正常者に於ては，入浴魚荷試験に於て，GOT，

GPT値は，夫々その前後値は正の相関を示す。

　（2）　入浴負荷前後にGOT，　GPTに衷3に示す

如き関係ある症例，即ち入浴前も後もGPT値がGOT

値より高く，GOT，　GPT共に後儂が前値より高い症

例は，肝機能障害の存在する可能性な示していると考

えられる。

　（3）GOT，　GPTの入浴負荷前後平均値と」血L溶

Cholesterol値，』KUnke1硫酸亜鉛反応値とは相関が

ない。

　（4）　入浴負荷或は歩行後入浴負荷は肝機能に対し

て再現性のある負荷試験となり得るものと思はれる。

　（5）　肝疾患恢復期愚者に於ては入浴負荷は，LDH

値にも影響を与へる。


